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A 有効回答数 90 198 
B 健康でない数 6 4 
C 食事療法中の数 1 















a、 b C d 
自分で 自分で 自分で 自分では
材料を 材料を 材料を 材料を睛
購作入るし 購入し 購入す 入しない
なしヽが るが作 し作らな
作る らない し‘
1自宅生 37 1 1 
゜
35 
男 2下宿生 46 33 
゜
5 8 
小 計 83 34 1 5 43 
3自宅生 125 3 1 2 119 
女 4 下宿生 7 7 
゜゜゜5 寮生 61 29 ゜
1 31 












＼ 性別 男 女
表こい
し‘ 時 見 し‘ 時 見
つ見 々見 な つ見 々見 な
もる る し‘ もる る し‘
製造年月日 53.0 36 1 10.8 86.0 14.0 
゜品質保持期間 43 4 38.6 18 1 60. 6 37 8 1 6 
保存方法 12.0 43 4 44.6 11 9 59 1 29 0 
原 材 料 8.4 43 4 48 2 17. 1 64.2 18 l 
添加物の有無 9 6 31 3 59. 0 15. 0 65.3 19 7 




製年 品保 保 原 添有 製
月
持 り 材 加 造期 物
造日 質間 法 料 の無 元
男 66 7 18 9 1.1 5.6 1 1 












I~ 注意深く さっと ほとんど読む 目を通す 読まない
l 年
゜
43 2 56 8 
男 2 年 3.8 30. 8 65.4 
3 年 3 8 42.3 53 8 
1 年 6. 6 67. 2 26 2 
女 2 年 1.5 68 2 30 3 




ら「食べない」の摂取尺度に対し ，順に 7,5, 
3, 1の評点を与えて集計した。集計にあたっ





｀ プ 1 2 3 4 5 
l 食 If ン 4.3 4.7 3 6 5 3 4 9 
2 葵干 Iゞ ン 3.9 4.0 3.0 3 9 3.7 
3 赤 飯 2. 7 3.0 1 2 1.3 2.2 
4 ク •‘9 キ 3 4 3.9 2.7 3.3 4.0 
5 こんにゃく 3 3 3 9 2.0 2.1 3 2 
6 あん入り菓子 3.0 3 0 1. 7 2 1 2.8 
7 煮 豆 2.7 3 1 1.5 1.3 2.8 
8 豆 腐 4.0 5.1 3 4 4.1 3.9 ， 卵 豆 腐 3 0 2 3 1.6 1. 6 24 
10 み そ 5 0 5 9 3.7 3.6 4.7 
11 み h ん干し 2.8 2.8 1.4 1 3 1. 9 
12 かまほ℃ ・ちくわ 3 8 4.2 3.0 2 1 34 
13 ハンパーグ 4.4 4.0 3.7 3 3 3 9 
14 ハム ・ソーセージ 4.4 4.1 3.7 3.0 4 0 
15 アイスクリ ーム 3.9 4 0 3 3 5.3 4 0 
16 ＿布泊 ・即庶消 3 1 3 7 1. 7 1. 6 2.7 
17 梅 干 3.7 3.7 2.0 2.4 2. 6 
18 奈 良 洒 2.5 2.4 1 6 1.0 1. 7 
19 尚菜活・野沢菜泊 2.8 2.6 l. 7 1.0 l 9 
20 たくあん洒 3.9 3.6 2 6 1. 9 3.4 
21 キ ム チ 2.9 l 9 2.0 1. 3 1 6 
22 ぬかみそ洒 2.4 2.1 1.4 1.0 1.6 
23 白 屯 洒 3 2 3.5 1 6 l. 3 2.4 
24 ヒ° ク ）レ ス 1 7 1.4 1 4 1 0 1.3 
25 塩 神 浩 2. 7 2.9 2.0 1. 6 2.6 
26 紅しょうが 2.4 2. 7 1 7 1 0 2 0 
27 べったら洒 l. 9 2.1 1.1 1. 3 1 8 
28 らっ六上う洒 2.4 2.0 1 3 1.0 1.5 
29 ジ ャ ム 3.2 3 1 2 2 2.4 3 8 
30 マーマレ ード 2.6 l. 9 1.4 1. 6 2.3 
31 ジ ユ ス 5 3 4 4 5 0 4.1 4 2 
32 昆 布 巻 2.2 2.3 1.4 1.0 1. 8 
33 佃 煮 2.4 2 8 1.5 1.3 2 5 
34 醤 油 5.3 6. 7 4.6 5.6 5.7 
35 トマトケチャップ 4.6 3 9 3.4 2.7 3.8 
36 サラダドレッシング 4.1 3 5 2 7 3 3 3.4 
37 マヨネ ーズ 5.3 4.5 4.3 4.1 4.5 
38 め ん つ ゆ 3.3 3 1 2.1 1. 6 2 6 
39 カレ ー ルウ 3.8 3.8 3.4 3.3 3 6 
40 焼肉のたれ 4.0 3.4 3.0 1. 9 2.8 
半 均 3.4 3.4 2 4 2.3 3 0 
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表 6 5グループの平均摂取度間の相関行列
1 2 3 4 5 
1 1. 000 
2 0. 871 1. 000 
3 0. 943 0.827 1 000 
4 0. 824 0. 826 0.867 I. 000 
5 0. 892 0. 917 0. 887 0 912 1. 000 
表 7 相関行列の固有値および固有ベク ト）レ
主成分 I Il m IV V 
1 0.450 -0. 548 -0.187 0.025 0. 680 
2 0.441 0.353 -0. 685 -0 423 -0 181 
3 0.450 -0. 538 0.256 -0. 116 -0 656 
4 0.439 0.440 0.655 -0 345 0 256 
5 0.457 0.305 -0. 036 0.829 -0 097 
固有値 4. 51 0.208 0.188 0 054 0.042 
寄与率 0. 902 0 042 0.038 0. 011 0 008 

















2とし， 第 2主成分と第 3主成分の平面に各食
品をプロットしたも のを図 3とした。








個体（ 対象 ）を表 1(2)の(i)のaグ）レー プに属





































































































































































図 2 第 1主成分と第 2主成分平面における食品の位置
「短期大学学生の食生活について」
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ーヘの反応パタ ーンをダミ ー変数を用いて デー
タ表（数表省略）にし ，固有値〔 辞＝0.4730,




個体の数量を 2次元平面上にプ ロッ トしたもの


























〔注） 1．赤飯 2．煮豆 3．味噌 4.ハンパーク
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理五-----竺屈名 煮豆 ハンパーグ 梅干
お し‘ し さ 66. 7 52.4 47. 9 
安 全 性 5 7 14. 3 30. 5 
経 済 性 1. 0 1. 8 13. 0 
栄 養 面 11. 0 11.8 
゜趣 味・楽しみ 5.7 9. 6 8. 6 
表 7 市販品を購入する理由
（％） 
理届--色芭芦 煮 豆 ハンパーグ 梅 干
お し‘ し さ 19. 2 14. 1 10. 7 
時間がない 23 7 28.0 10 7 
面 倒 33.4 42. 1 32. 1 
作り方を知らない 9 4 7. 0 17. 8 
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